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令和６年１月１６日（火）午後１時２５分から

○教育総務課長（羽石　剛君） 　定例会に先立ちまして、１月１日に発生いたしました「能登半島地
震」でお亡くなりになった方々に黙とうを捧げます。皆様、ご起立く
ださい。
　（一同起立）
　黙祷。
　
　ご着席ください。ありがとうございました。

○教育長（篠山　充君） 　（大田原市内の被害状況について）

　ただいまから令和６年第１回大田原市教育委員会定例会の会議を
開きます。

　前回会議録は、書記をもって調整させましたので、順次回覧いた
します。内容をご確認いただきたいと思います。

（会議録順次回覧）

○教育長（篠山　充君） 　前回の会議内容についてご確認いただきましたが、会議録につき
ましてご承認いただけますか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君）
　異議はないようでありますので、会議録は承認されました。
　委員会閉会後、ただいまの会議録に署名をお願いいたします。

　それでは、日程に従い、議事に進みたいと思います。
　本日付議いたします案件は、報告１件、協議２件であります。
　最初に、日程第１ 報告第１号　令和６年度大田原市奨学生募集要
項について を議題といたします。
　詳細について、教育総務課長から説明をお願いいたします。

○教育総務課長（羽石　剛君） （説明を行う）

○教育長（篠山　充君） 　説明が終わりました。
　委員の皆様からご質問やご意見はございませんか。

○委　員（川上聖子君） 　返還終了まで最長２４年とありますが、これまでも２４年でした
か。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　これについては変更はありません。

○委　員（渡邉英憲君） 　評定が足りていなくても、スポーツの実績を考慮して採用された
子がいたと思います。それならば、基準の中に盛り込み、明文化し
た方がよいと思いますがいかがでしょうか。

令和６年 第１回 大田原市教育委員会定例会 発言要旨



○教育総務課長（羽石　剛君） 　資格として学力基準と収入基準を設けており、それをもとに作成
した案を選考委員会に示しております。今年度の奨学生選考の際
も、資格基準を満たさない場合は意見をいただき、奨学生として認
めるという形をとりました。市の制度としましては一定の基準を設
けたうえで、委員会の中でご意見があった場合は認めるかどうか検
討及び協議していただく方向で進められればと思っております。

○委　員（渡邉英憲君） 　学校の先生方から、基準に満たない場合も採用される可能性があ
ることを現場で言ってもらえるようにしてもらえればと思います。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　私どもとしましても、申請者が減っているという現状もあります
ため、なるべく制度を利用していただけるようＰＲしていきたいと
思います。基準に満たない場合でも採用することがあるとは明記で
きませんが、関係する学校の先生には情報提供していきたいと思い
ます。

○委　員（川上聖子君） 　基準に該当しない方を推薦することは悪いことではないと思いま
すので明文化は必要かと思います。例えば、資格基準に「その他教
育委員会が認めるもの」と追記するのは一般的だと思います。基準
に満たない方を奨学生として認める場合に備え、明記しておくと良
いと思います。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　不都合が生じないようであれば、そのような方向で検討したいと
思います。今年度につきましてはすでに周知しておりますので、令
和７年度に向け、給付型の創設と合わせて検討したいと思います。

○委　員（森　泉君） 　学力基準が３．５から３．０へ、また収入基準も学生支援機構の
有利子の基準を準用とすることで基準が緩和されたことは間違いな
いと思います。
　応募者が増え予算が不足した場合には、どのように対応するので
しょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　緩和により申請者が増えることは望ましいことであります。ただ
し予算以上の申し込みがあった場合、補正対応なども検討しなけれ
ばならないかと思いますが、本市の場合は貸与型なので驚くほど増
えるということはないと思っております。以前ほどとはいかないま
でも応募者が増えることを期待しております。

○委　員（深澤道昭君） 　返還金未回収はどれくらいでしょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　昨年度末時点で４百数十万円だったものが、現在は４百万円弱に
なっております。

○委　員（深澤道昭君） 　徴収も大変かと思いますが、貸与の財源となりますのでしっかり
対応いただきたいと思います。



○委　員（渡邉英憲君） 　旧須賀川中学校区には須賀川育英会という奨学金があるのです
が、ほかの地区にもあるのでしょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　須賀川教育振興会という名称で奨学金を給付しているようです。
須賀川出張所が所在地となっておりますので財産区の事業かと思い
ます。
　市内のほかの地区にはございません。

○教育長（篠山　充君） 　ほかに無いようでありますので、質疑を終わります。
　以上、報告第１号　令和６年度大田原市奨学生募集要項について
報告でございました。

　次に、日程第２　協議第１号　大田原市学校給食費管理規則の一
部を改正する規則の制定について を議題といたしますが、本件は、
日程第３　協議第２号　大田原市学校給食費等補助金交付要綱の一
部を改正する要綱の制定について と関連がございますので、詳細に
ついて、一括して教育総務課長から説明をお願いいたします。

○教育総務課長（羽石　剛君） （説明を行う）

○教育長（篠山　充君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○職務代行者（小林朋子君） 　子どもが３人いても年齢が離れているために様々な補助が受けら
れないことがこれまでもあった気がします。この度の「第３子以
降」についても平等でないと感じます。「（小中学校に）同時に就
学している場合」に限定した理由は何でしょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　財政健全化検証委員会の意見として示されたものについて、担当
課で検討させていただきました。高校生以上の兄弟を含めた場合、
対象者が広がりすぎるということもありますが、これまでの給食費
補助を考えたときに、小中学校の児童生徒に対しての補助というこ
とが基本でありましたので同様に考えさせていただきました。

○委　員（川上聖子君） 　市外小中学校に通学する児童生徒の保護者とありますが、私立に
通っている方も含まれますか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　はい、私立も含まれます。
　これまでの大田原市の給食費無償化という制度が、市に住所を有
する児童生徒の保護者を対象としておりましたので、市外に通学す
る児童生徒に対しても補助してきた経緯がございます。
　今回の改正につきましては第３子以降が対象となりますので、か
なり範囲は狭まるとは思いますが。

○委　員（渡邉英憲君） 　２点質問です。
　１点目は、減免申請について自分で申請しないと対象にならない
か、ということ。
　もう１点は、令和５年度から市の徴収（公会計）が始まったとの
ことですが給食費の徴収率はどれくらいか、ということです。



○教育総務課長（羽石　剛君） 　これまで市外の学校に通うお子さんについては周知して申請して
もらっておりますが、今後もなるべく申請漏れの無いよう進めてい
きたいと思っております。
　徴収率につきましては現時点では９９パーセント程度でございま
す。

○委　員（渡邉英憲君） 　生活保護を受けている家庭はどのようになりますか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　生活保護受給世帯については、福祉課が給食費を充当します。
　また、生活保護に準ずる世帯、準要保護と言いますが、こちらは
学校教育課に申請いただき、認定後に準要保護費で負担していただ
くようになります。

○委　員（渡邉英憲君） 　市役所の部署間で完結するということでよろしいでしょうか。

○教育総務課長（羽石　剛君） 　はい、そのようになります。

○教育長（篠山　充君） 　ほかに質疑は無いようでありますので、質疑を終わります。
　お諮りいたします。
　まず、協議第１号　大田原市学校給食費管理規則の一部を改正す
る規則の制定について につきましては、原案のとおり承認すること
にご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認されまし
た。

　次に、日程第３　協議第２号　大田原市学校給食費等補助金交付
要綱の一部を改正する要綱の制定について につきましては、原案の
とおり承認することにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○教育長（篠山　充君） 　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認されまし
た。

　以上をもちまして、本日予定されました案件はすべて議了いたし
ました。
  なお、その他で何かございますか。

○学校教育課長（小室和徳君） （小中学校卒業式の出席について）

○教育長（篠山　充君） 　それでは、以上をもちまして令和６年第１回大田原市教育委員会
定例会の会議を閉会いたします。
　お疲れ様でした。

閉会：午後２時２０分
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